
2009年度第2回東日本部会
テーマ：「東アジアの超少子化と少子化対策」
日時：2010年3月14日（日）13:30～17:00
会場：早稲田大学 早稲田キャンパス２２号館２０１号室（「中央図書館」向かいの黄色い棟、東京メトロ東西線「早稲田駅」下車、徒歩10分）
  住所 〒169-8050 東京都新宿区西早稲田1-7-14（当日Tel 03-3203-4141代表）

＊次のURLには早稲田大学 早稲田キャンパスへのアクセス方法が示されています。　http://www.waseda.jp/jp/campus/waseda.html 
組織者：阿部隆（日本女子大学）
・西岡八郎（国立社会保障・人口問題研究所）
報告タイトルと報告者：
報告１．東アジアの超少子化－その人口学的接近
鈴木透（国立社会保障・人口問題研究所）
報告２．結婚行動・出生行動からみた韓国の少子化要因と少子化対策
高安雄一（筑波大学）
報告３．保育サービスへの経済的支援に関する政策動向－韓国と台湾の比較小島克久（国立社会保障・人口問題研究所）
報告４．シンガポールにおける少子化要因の分析－少子化対策への含意
菅桂太（国立社会保障・人口問題研究所）
報告５．東アジア・欧米諸国における同棲とその関連要因－少子化対策への含意、小島宏（早稲田大学）
報告者へのコメント・討論
本テーマについて、各報告を手がかりに報告者とフロアの参加者全員で討議を進めたいと思います。年度末の開催で誠に恐縮ですが、テーマに関心のある方であれば、本学会の会員以外の方も研究者、実務者を問わずお誘い合わせの上、ふるってご参加下さい。

